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法人事務局完成挨拶 

      青鳥会事務局長  牧 紀代子  

 

平成 28年 11月、お陰様で当法人は半世紀を経過いたしました。皆様には心より感謝申

し上げます。50年を経て法人の記念事業として、法人の意思決定機関の「法人事務局」と

職員福利厚生のための「事業所内保育所」設立を掲げました。 

今では 6 事業所と職員総数 260名となり、長年の課題であった「法人統一」を実現する

ためにも、法人事務局は必要な機関でありました。50年の歴史は、良くも悪くも非常に大

きな存在です。新たな福祉に対する国の動向を見据え、これからどう進まなければならな

いのか。法人のベクトルを一つにして取り組む時となりました。安定した経営を維持する

ための事務部門の効率化と、法人の掲げる理念“～ノーマライゼーション～誰もが人とし

て尊重され、当たり前に暮らせる地域社会づくりを目指して”に加え、多様性の受入である“ダイバーシティ”

にも取り組んでいく所存です。当法人を利用していただく方だけでなく、今後は、職員においても様々な条件

を受け入れ、法人そのものが福祉を体現した新たな時代を進んでいきたく思います。 

我々にできるのは何か、社会福祉法人としての使命は何なのか。日々、考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‘自然いっぱいの環境で’ 

職員の福利厚生のひとつとして公益財団法人児童育成協会より助成をいただき、平成２９年１０月１日にパ

ピー保育園が開園致しました。開園当初は６名の児童でしたが、毎月２～３人と増え、平成３０年２月には定

員いっぱいの１９名になりました。同年３月末には、６名が認可保育園や幼稚園に通園するために退園し、今

年度４月は法人職員の利用が増え１７名でのスタートでした。６月に１８名となり９月には定員いっぱいにな

る見込みです。 

 現在は、乳児組（ひよこ組）と幼児組（うさぎ組）の２つのグループで保育を行っています。開園してまだ

１年も経っていない為、行事すべてがはじめてで試行錯誤しながら保育をすすめています。７月からはプール

が始まり子どもたちは大はしゃぎです。お天気の良い日は近隣を散歩し園庭の砂場遊びを行っています。カラ

スの鳴く声に興味を示したり、テントウムシやバッタ、かたつむりを見るために立ち止まったりと吉野の自然

いっぱいの環境を楽しんでいます。地域の方には元気にあいさつをし、「亀やメダカを見ていかんね。」と声を

かけられることもあります。 

 乳幼児突然死（ＳＩＤＳ）を防ぐため、事故を防止するために児童育成協会より指導を種々いただいており

ます。これらの指導を遵守し研修などをすすめて、パピー保育園らしさをさぐりながら保育の質を高めていく

ことに努めて参ります。 （副園長 武 睦子） 
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施設内外で様々な経験が積むことができる活動内容を展開して児童の充

実した時間を過ごせるようにしています。また年 2 回、家族のつどいも

開催し家族との親睦を図り、意見交換が出来る機会を設けています。 

(小牟礼) 

成人利用者の皆さんは、毎

日の作業や歩行活動を頑張

っています。11 月の『とれ

とれ祭り』ではみんなで収

穫したとうもろこしを美味

しく頂きました。 (名越) 

放課後等デイサービス 

児童の皆さんは、学園生活をエン

ジョイしながら毎日元気に学校

に通っています。長期休暇中は、

キャンプやバーベキュー、将来に

向けた自立支援などを行ってい

ます。 

(比良) 
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の
提
供
。 

サ
ー
カ
ス
見
学
・
喫
茶
店

へ
外
出
・
ド
ラ
イ
ブ
や
近

隣
へ
散
策
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
サ
ー
カ
ス
を
見
に

行
か
れ
た
利
用
者
様
よ
り

「
ラ
イ
オ
ン
が
大
き
か
っ

た
、
吠
え
る
声
に
驚
い
た
」

「
ゾ
ウ
が
い
た
」「
空
を
飛

ん
じ
ょ
っ
た
（
空
中
ブ
ラ

ン
コ
）」
な
ど
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
お
い
し

い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
出

愛
光
園
の
日
中
活
動
は
、
曜
日

ご
と
に
内
容
が
分
か
れ
て
お

り
、
月
・
木
曜
日
は
創
作
活
動

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
火
・

水
・
金
・
土
曜
日
が
映
画
鑑
賞

や
塗
り
絵
な
ど
。
日
曜
日
は
園

外
活
動
や
カ
ラ
オ
ケ
・
風
船
バ

レ
ー
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
よ
り
、
活
動
内
容
を
見
直

し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
が

出
来
る
様
に
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
ず
、
園
外
活
動 

け
た
り
、
桜
の
花
や
海
を

見
に
出
か
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

次
に
、
創
作
活
動
（
貼
り

絵
、
ポ
プ
リ
作
り
、
季
節

行
事
の
飾
り
な
ど
）
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
軽
体

操
、
鹿
児
島
弁
の
カ
ル
タ

や
ク
イ
ズ
、
脳
ト
レ
な
ど
）

な
ど
の
手
や
体
を
動
か
す

活
動
に
力
を
入
れ
取
り
組

み
ま
し
た
。
創
作
活
動
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
活
動
は
、
シ
ル
バ
ー
人 

材
セ
ン
タ
ー
の
方
の
サ
ポ
ー

ト
の
お
陰
で
よ
り
良
い
形
で

実
現
出
来
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
、
課
題
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者

様
の
声
を
大
切
に
し
、
活
動

内
容
の
充
実
を
図
り
、
楽
し

ん
で
参
加
し
て
頂
け
る
様
に

支
援
し
て
行
き
た
い
で
す
。 

（
生
活
支
援
員 

木
場
智
也
） 

レクリエーション ｢鹿児島弁カルタ｣ 

昨
年
よ
り
、
愛
光
園
で
は
口
腔
ケ
ア
を

見
直
す
為
に
改
善
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
他
施
設
へ
研
修
に
行
っ
た
り
、

歯
科
衛
生
士
会
に
お
願
い
し
実
際
の
口

腔
ケ
ア
の
現
状
を
見
て
頂
き
ア
ド
バ
イ

ス
頂
き
ま
し
た
。
改
善
チ
ー
ム
を
中
心
に

口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
示
す
こ
と
で
、
以

前
は
口
腔
ケ
ア
は
そ
こ
ま
で
重
要
視
し

て
い
な
か
っ
た
職
員
も
熱
心
に
歯
磨
き

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

利
用
者
様
の
健
康
を
維
持
す
る
為
、
お
口

の
中
か
ら
健
康
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

壁面作成 ｢ぶどう｣ 

壁面作成 ｢鯉のぼり｣ 

愛光園からのお便り 
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創作活動 

３月末に、毎年恒例のお花見がありました。例年

は園近くの研修センターで行ないますが、今年は初

の試みで吉田運動公園に行きました。天候に恵ま

れ、暖かな日差しの中、お花見のスタートです。 

お花見のオープニングは、「春よ来い」「野に咲く

花のように」をみんなで歌いました。中にはマイク

を手に取り、ノリノリで歌う利用者さんもいて、と

ても盛り上がりました。 

お昼が近づき、お待ちかねの昼食の時間です。お

花見弁当を目の前に、ついつい笑顔がこぼれてしま

います。楽しみにされていた分、皆さん美味しそう

に食べていました。昼食後には、桜が舞い散る中、

春を感じながらの散策を行ないました。 

満開とまではいきませんでしたが、１年に２週間

しか咲かないと言われる桜は、たくさんの利用者さ

んをわくわくさせ、笑顔にしてくれました。 （森）  

楽しいレクリエーションに 

おいしいお弁当♪ 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
お
花
見
に 

な
り
ま
し
た
♪ 

お花見  

室内での作業だけでなく、押し花にするための野

草や花を摘みに行くこともあります。 

創作活動を通して四季を感じることができたり、

行事への気持ちを高めることができたりします。ま

た、利用者さんの得意とすることは、「描く」「切る」

「貼る」「丸める」など、それぞれです。作業の幅が

広がることで、利用者さんそれぞれの強みを探るこ

とにも繋がっています。        （幸田） 

吉 田 愛 青 園 

吉田愛青園では、毎週水曜日の午後に「創作活動」

の時間を設けています。普段行なっている室内作業

とは違い、作業内容は決まっていません。職員それ

ぞれがアイデアや経験をもとに、作業内容を考えて

います。 

季節や行事ごとに合わせた壁面装飾を作る人や、

誰でも参加しやすい絵描きや塗り絵をする人も。ま

た、ペットボトルのキャップを使って「絵合わせ」

をすることもあります。 

得意なことを 

  楽しみながら★ 

できあがった作品は 

園内に掲示しています♪ 
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「フェルトボールによる作品作り」 

Ｂさんの得意な活動を紹介します。まず羊

毛フェルトを細かくします。次にそれを容器に

入れ、石鹸水の中で丸くなるまで振り続けます。 

フェルトを丸い形にするために容器を力強く振

りますが、真剣な眼差しです。その姿はまさに

フェルトボール作り職人。出来上がった１つ１

つのフェルトボールにアレンジを加え、いろい 

ろな作品に仕上げていきます。          

（生活支援員 遠矢小夜子） 

 

「ウォーキング」 

あおいとりではウォーキングを軸とした活動に日々取り

組んでいます。毎週異なるウォーキング場所を設定し、歩

行力に応じてグループを編成し、に景色や香り、風を感じ

ながらウォーキングを楽しんでいます。特に、夏場は熱中

症にも細心の注意を払い熱中症計での情報の把握や、ウォ

ーキング後に冷たいタオルで身体を拭いてリフレッシュす

るなど心掛けています。ウォーキングを実施することによ

って利用者の皆さんの日々の身体のリズム調整や健康管理

に繋げていきたいと考えています。 

            （生活支援員 松村 卓弥） 

 

 

５月２０日（日）、鴨池陸上補

助競技場にて開催された鹿児島

県障害者スポーツ大会に、あおいとりから利用者のＫさんが１名参加さ

れました。Ｋさんは昨年１２月の鹿児島市障害者スポーツ記録会におい

て上位入賞を果たし、今大会では「壮年男子の部 立ち幅跳び」に鹿児

島市代表として出場されました。跳躍では両手を大きく振り子のように

してタイミングを取り「いち、にーの、さん」で力強くジャンプされ、

２ｍ１３ｃｍの記録で見事銀メダルを獲得されました。大会を終え施設

に帰ると、早速職員や施設の仲間に嬉しそうに銀メダルの報告をされ、

満面の笑みでピースサインでした。（生活支援員 濵田 昇吾） 
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壁のプールで泳ぐ子供達手作りの鯉のぼり 

ほほえみ 「たくさんの笑顔♪♪」 
« 地域生活支援事業所 » 

☆児童発達支援の子供達が「こどもの日」の行事に合わせ、ハサミやシールを使って綺麗な模様の鯉のぼりを

作ってくれました。また、中庭で虫取りをして遊んだりと元気良く身体を動かして毎日楽しく遊んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆春休みを利用して放課後等デイサービスの子供達が 

姶良イオンに出かけました。出掛けるのが皆大好きで 

出発前から買うもの等を決めていたようです。 

いつもと違った雰囲気に楽しい一日を過ごしました。 

 

☆生活介護では新しく三名の利用者を迎え、「始まりの会」を行いました。先輩利用者さんから手作りのお花

をプレゼントされ、最初は緊張されていた方も少しずつリラックスして笑顔もたくさん見られました。こ

れから皆で楽しい経験をたくさん積んでいきましょう！ 

    

 

 

 

 

 

 

 

« 相談支援事業所 » 

障がいを持ちながらも自分らしく生活を営んでいく為のお手伝いをします。 

 たとえば・・・ 

福祉サービスってどんなものがあるの？ 

手続きはどうするの？ 

子どもに障がいがあるって言われたけど、将来のことを考えると心配… 

悩みごとがあるけど、どこに相談したらいいの？ などの相談に応じます！ 

具体的には・・・ 

 ・障がい福祉サービスの紹介や調整  

 ・障がい福祉サービス以外の相談や調整（就職活動・対人関係など） 

・サービス等利用計画書の作成等・・・相談支援専門員が責任を持ってサポートいたします。 

虫かごの中のバッタにびっくり！ 

今から何を買おう

かワクワク！ 

手作りのお花をもらいました！ よろしくお願いします！ 
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6時 30 分 「おはようございま～す」とリビングに元気な声が響きます。 

朝早くからみなさん、リビングに集まり朝食までの間テレビを観ながら天気や事件のことで会話が弾んでいま

す。ここ、グループホームよつばのクローバーは男性利用者 4名で暮らしています。 

みなさんそれぞれ障害は違いますが、助け合ったりケンカをしたりとそれはそれは賑やかです。日々の生活の中

で働きに行く人、散歩や買い物が好きな人、ランチを食べに行く人、それぞれの生活スタイルは違いますがホー

ムが我が家です。 

将来の夢も違います。ふるさとの島に帰りたい、働きに行きたい。彼女と結婚したい・・・・夢は膨らみます。 

                                   サービス管理責任者 竹山 

よつばのクローバー 

グループホーム ＧＥＮ 

 平成 25年 5月 1日開所し、6 年目を迎えました。利用者 9 名の方が、個々のニーズに沿った生活を過ごして

います。お部屋でテレビや絵本を楽しむ方や、野球中継が始まると手を叩いて喜びを表現する方など、それぞ

れの楽しみ方があります。週末には、ドライブや個別外出等楽しみな活動を行っています。その他、週末にみ

んなで畑を協力して耕し、昨年はサツマイモの収穫を行いました。月毎の行事では、夕食会やバーベキュー、

一泊旅行も行っています。昨年は、熊本旅行に出掛け、遊園地やご当地の食事を楽しむ事が出来ました。今後

も、安心して楽しく過ごせる環境を整えていきたいと思います。 

主任生活支援員 中村 祐輝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなの会」 

夜の余暇時間に月１回、５人全員の参加で実施しています。 

皆さんが、行きたい場所や希望すること、気になっていること、困っているこ

となど、それぞれの思いを発表したり聞いたりする会です。「○○に行きたい」

「○○を買いに行きたい」などの内容が多く聞かれます。皆さんの要 

望ができるだけ多く叶えられるように、一人ひとりに寄り添い、グループホー

ムでの生活がより楽しく充実したものになるよう、利用者の皆さんといっしょ

になって努力していきます。     （生活支援員 大當 明美） 
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（単位：円）

流動資産 34,773,606 179,672,653 80,906,972 321,242,236 226,651,114 55,442,698 16,527,474 71,123,699 986,340,452 0 986,340,452

固定資産 231,158,066 494,522,863 238,067,901 337,662,286 279,274,815 133,011,279 130,185,078 122,665,595 1,966,547,883 0 1,966,547,883

 基本財産 206,357,008 428,564,829 209,383,266 261,268,698 249,096,926 108,224,589 108,225,731 118,479,174 1,689,600,221 0 1,689,600,221

 その他の固定資産 24,801,058 65,958,034 28,684,635 76,393,588 30,177,889 24,786,690 21,959,347 4,186,421 276,947,662 0 276,947,662

資産の部合計 265,931,672 674,195,516 318,974,873 658,904,522 505,925,929 188,453,977 146,712,552 193,789,294 2,952,888,335 0 2,952,888,335

流動負債 11,577,160 41,811,938 21,965,414 26,198,329 29,921,046 19,331,443 8,506,397 5,370,000 164,681,727 0 164,681,727

固定負債 100,512,526 174,781,782 46,459,750 25,082,527 63,374,705 57,481,564 51,968,261 37,149,947 556,811,062 0 556,811,062

負債の部合計 112,089,686 216,593,720 68,425,164 51,280,856 93,295,751 76,813,007 60,474,658 42,519,947 721,492,789 0 721,492,789

純資産の部合計 153,841,986 457,601,796 250,549,709 607,623,666 412,630,178 111,640,970 86,237,894 151,269,347 2,231,395,546 0 2,231,395,546

負債及び純資産の部合計 265,931,672 674,195,516 318,974,873 658,904,522 505,925,929 188,453,977 146,712,552 193,789,294 2,952,888,335 0 2,952,888,335

（単位：円）

サービス活動収益計 34,111,505 318,455,972 199,055,726 358,442,170 307,348,057 90,363,294 73,469,820 80,924,932 1,462,171,476 0 1,462,171,476

サービス活動費用計 68,039,005 324,958,866 189,580,637 294,992,785 277,374,513 97,037,840 72,890,028 70,077,027 1,394,950,701 0 1,394,950,701

　サービス活動増減差額 -33,927,500 -6,502,894 9,475,089 63,449,385 29,973,544 -6,674,546 579,792 10,847,905 67,220,775 0 67,220,775

サービス活動外収益計 816,203 1,916,987 2,989,651 5,181,126 3,314,667 1,701,758 1,090,479 644,298 17,655,169 0 17,655,169

サービス活動外費用計 1,094,051 2,666,991 2,801,983 3,592,356 4,245,351 2,041,565 1,311,555 620,137 18,373,989 0 18,373,989

　サービス活動外増減差額 -277,848 -750,004 187,668 1,588,770 -930,684 -339,807 -221,076 24,161 -718,820 0 -718,820

経常増減差額 -34,205,348 -7,252,898 9,662,757 65,038,155 29,042,860 -7,014,353 358,716 10,872,066 66,501,955 0 66,501,955

特別収益計 181,426,712 22,468,952 10,157,001 10,859,100 6,849,630 8,518,000 59,760,496 34,064,203 334,104,094 -258,532,379 75,571,715

特別費用計 138,764,511 9,693,683 53,197,875 66,436,841 22,559,477 45,448,382 0 8,007,663 344,108,432 -258,532,379 85,576,053

　特別増減差額 42,662,201 12,775,269 -43,040,874 -55,577,741 -15,709,847 -36,930,382 59,760,496 26,056,540 -10,004,338 0 -10,004,338

当期活動増減差額 8,456,853 5,522,371 -33,378,117 9,460,414 13,333,013 -43,944,735 60,119,212 36,928,606 56,497,617 0 56,497,617

前期繰越活動増減差額 45,517,990 109,285,530 82,637,869 378,104,119 259,030,539 129,467,023 0 59,419,313 1,063,462,383 0 1,063,462,383

当期末繰越活動増減差額 53,974,843 114,807,901 49,259,752 387,564,533 272,363,552 85,522,288 60,119,212 96,347,919 1,119,960,000 0 1,119,960,000

基本金取崩額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の積立金取崩額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の積立金積立額 0 0 0 0 0 0 4,000,000 0 4,000,000 0 4,000,000

（単位：円）

事業活動収入計 34,927,708 320,372,959 202,045,377 363,623,296 310,662,724 92,065,052 74,560,299 81,569,230 1,479,826,645 0 1,479,826,645

事業活動支出計 61,625,874 307,053,174 183,530,704 285,075,046 272,296,344 91,602,480 65,853,706 67,616,127 1,334,653,455 0 1,334,653,455

　事業活動資金収支差額 -26,698,166 13,319,785 18,514,673 78,548,250 38,366,380 462,572 8,706,593 13,953,103 145,173,190 0 145,173,190

施設整備等収入計 172,805,715 1,753,000 0 1,013,000 0 0 0 0 175,571,715 0 175,571,715

施設整備等支出計 148,996,734 14,438,544 6,665,320 2,815,448 6,628,680 3,816,000 3,816,000 0 187,176,726 0 187,176,726

　施設整備等資金収支差額 23,808,981 -12,685,544 -6,665,320 -1,802,448 -6,628,680 -3,816,000 -3,816,000 0 -11,605,011 0 -11,605,011

その他の活動収入計 132,661,463 17,927,177 10,590,200 10,766,350 7,501,494 9,752,129 18,390,114 2,507,663 210,096,590 -181,991,056 28,105,534

その他の活動支出計 63,728,307 10,941,432 14,242,725 68,260,466 25,880,914 9,235,623 7,689,432 8,007,663 207,986,562 -181,991,056 25,995,506

　その他の活動資金収支差額 68,933,156 6,985,745 -3,652,525 -57,494,116 -18,379,420 516,506 10,700,682 -5,500,000 2,110,028 0 2,110,028

　当期資金収支差額合計 66,043,971 7,619,986 8,196,828 19,251,686 13,358,280 -2,836,922 15,591,275 8,453,103 135,678,207 0 135,678,207

　前期末支払資金残高 -33,336,042 154,639,127 60,038,098 287,108,099 200,812,435 51,468,375 0 62,670,596 783,400,688 0 783,400,688

　当期末支払資金残高 32,707,929 162,259,113 68,234,926 306,359,785 214,170,715 48,631,453 15,591,275 71,123,699 919,078,895 0 919,078,895

内部取引消
去

事業区分合
計

●資金収支計算書●

勘定科目 本部 愛光園
吉野学園
（成人）

吉田愛青園 あおいとり
ほほえみ
（成人）

ほほえみ
（児童）

吉野学園
（児童）

56,119,212 96,347,919 1,115,960,000

合　計

0 1,115,960,000

●事業活動収支計算書●

合　計
内部取引消

去
事業区分合

計

次期繰越活動増減差額 53,974,843 114,807,901 49,259,752 387,564,533 272,363,552 85,522,288

負債の部

勘定科目 本部 愛光園
吉野学園
（成人）

吉田愛青園 あおいとり

事業区分合
計

ほほえみ
（成人）

ほほえみ
（児童）

吉野学園
（児童）

吉田愛青園 あおいとり
ほほえみ
（成人）

ほほえみ
（児童）

勘定科目 本部 愛光園
吉野学園
（成人）

平成29年度　社会福祉法人　青鳥会決算報告書（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

●貸借対照表●

内部取引消
去

資産の部

吉野学園
（児童）

合　計
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平成２９年度 年間事業報告（業務・行事及び研修等） 

月 業務・行事等 研修・会議等 

４ 

 

 

・法人内現況報告  

・法人内相談及び苦情報告 

・内部経理監査・監事監査 

 

 

 

５ ・障害者雇用納付金 

・監事監査（5/19，23，26） 

・監事研修（5/16） 

・課長主任等会議（5/30） 

６ 

 

 

・理事会（6/1）   ・定時評議員会（6/22） 

・理事会（6/22）  ・法人現況報告 

・指導監査説明会（6/8） 

・課長主任等会議（6/9） 

・法人合同職員研修（6/23） 

７ ・法人内現況報告 ・理事会（7/20） ・法人合同職員研修（7/27） 

８ 

 

・法人広報誌発行  

・法人内相談及び苦情報告 ・理事会（8/10） 

・法人合同職員研修（8/23） 

 

９ 

 

・理事会（9/11） 

・本部及びパピー保育園落成式、祝賀会（9/21） 

・法人合同職員研修（9/15） 
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・本部及びパピー保育園開所（10/2） 

・法人内現況報告 ・理事会・評議員会 

・事務担当者会議（10/4，10） 

・労務担当者会議（10/23） 

11   

12 

 

 

・法人忘年会（12/1）  ・理事会（12/7） 

・評議員選任解任委員会（12/11） 

・評議員会（12/19）  

・法人内相談及び苦情報告 

・法人苦情解決委員会（12/20） 

・経理担当者会議（12/21） 

・労務担当者会議（12/21） 

１ 

 

 

・法人内現況報告 

 

 

・経理担当者会議（1/10） 

・法人合同職員研修（1/19） 

・労務担当者会議（1/29） 

２ ・理事会（2/15） ・産業医巡視（2/24）  

３ 

 

・理事会（3/8） ・理事会（3/22） 

・評議員会（評議員全員の書面による決議） 

・新規採用職員研修（3／27・28） 

 

○定例施設長会（毎月第１，３月曜日） ○法人事務局会議（平成 30年 1月から毎週金曜日） 

○サビ管等会議 2箇月に 1回開催 

 

相談・苦情状況 
 平成 29年度の障害福祉サービス提供に関する相談・苦

情の件数内容等は右に記載した通りです。 

 相談・苦情については、法人内苦情解決委員会(平成

29 年 12 月 20日開催)や定期的な報告(8月、12月、4月)

により第三者委員の意見・助言等を賜りながら適切な解

決を図りました。今後も、法人内苦情解決委員会だけで

なく、各事業所においても苦情解決委員会を開催し相

談・苦情には適切に対応し、障害福祉サービスの質の向

上に努めてまいります。 

事業所 8 月報告 12月報告 3 月報告 計 

吉野学園 12 件 6 件 10 件 28 件 

愛光園 6 件 2 件 3 件 11 件 

吉田愛青園 10 件 7 件 3 件 20 件 

あおいとり 16 件 8 件 2 件 26 件 

ほほえみ 
3 件 3 件 

0 件 6 件 

ほほえみ相談 0 件 0 件 

パピー保育園  2 件 4 件 6 件 

計 47 件 28 件 22 件 97 件 
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平成３０年度 法人本部事業計画  

 

Ⅰ.基本方針 
 法人組織強化の年度としたい。 

  具体的には、事務局長を中心とした本部組織、統括施設長を中心とした事業所組織を車の両輪として、

両司令塔のもとで立ちはだかる諸問題を解決する体制を確立したい。 

 ついては、事務局長（事務局会）と統括施設長（施設長会）の役割分担を明確にし、職員から見てもはっ

きり分かる体制を確立することを急ぐ。 

(1)理事会・評議員会 

社会福祉法改正の主旨に沿って、執行機関である理事会及び評議員会の機能を充実・強化、ガバナンスを強化

する。 

(2)事務局会（事務局長の諮問機関） 

事務局長を中心に法人全体の企画戦略（方向性）・事務業務集中を協議・検討し、法人方針の司令塔としての

役割を担うとともに、事業所の業務軽減を図る。 

(3)施設長会（統括施設長の諮問機関） 

統括施設長を中心に事業所の運営管理、利用者支援の在り方、職員の育成、指導監査への対応等を報告・協議

する。サービス事業の司令塔としての役割を担う。 

 

Ⅱ.事務局重点事項 

１．理事会・評議員会事務局重点事項 

⑴執行機関である理事会の役割強化・業務執行理事報告の充実 (2)評議員会の充実 (3)評議員選定委員、

評議員、理事・監事、第三者委員との意思疎通 (4)顧問先、嘱託先との意思疎通 (5)円滑な理事会・評議

員会の運営 

２．総合企画部重点事項 
⑴ 人事制度改革 

①昇級・昇格の在り方（正規職員）②再雇用制度の在り方（再雇用職員）③年俸制の在り方（特定職

員）④非常勤職員の時給・昇給・手当の在り方（非常勤職員）⑤実績評価・能力評価の在り方（全職

員） ⑥役付者の位置づけ・昇格の在り方⑦一般職員、監督職員（役付者）、管理者、執行理事の給与

体系 

(2) 社会福祉事業の再編 

①法人の事業計画（これからの事業戦略の青写真）②現状から見た各事業所の青写真③法人全体から

見た各事業所の役割分担の明確化④法人全体から見たグループホームの位置づけ・吉田愛青園グルー

プホームの事業計画検討・作成 ⑤行政と意思疎通を図り、先を読んだ事業展開の検討（情報収集・

分析） 

(3) 公益事業等の推進 

①新たな地域社会への貢献（交流）活動の検討・取組 ②収益事業の研究 

３．総務部重点事項 
労務管理体制の構築 

①事業所番号の一本化（社会保険等の本部へ一本化）②職員名簿、職員履歴書、職員台帳、労働者名

簿、身元保証人、承諾書等の職員の労務管理に関するデータを一元管理するシステムの構築 ③昇

級・昇格の管理システムの構築④労働契約の管理（新規採用時の労働条件も含む） 

(1) 採用関連業務の集中 

①ハローワーク、学校訪問、企業ガイダンス等の採用に関する募集企画から採用試験・採用手続き

まで、採用に関するすべての業務。②採用試験問題の作成 

(2) 給与業務の集中化 

①TKC 給与システムへの円滑な移行（本部集中）②法人本部と各事業所の役割明確化 

(3) 法人合同研修会（人材育成） 

①計画的な法人本部主催研修会の企画・運営（新規採用者研修を含む）②計画的な階層別研修、専門

業務研修等の企画③計画的な外部研修への派遣者等の企画・選考 

４．業務統括部重点事項 
(1) 経理業務の見直し 

①TKC 会計システムへの円滑な移行。（定着化）②決算処理の計画的作業による期日内処理。③事

務の簡素化・効率化・厳正化。④事務引継書の作成（人事異動等）。引継ルールの明確化 

(2) 法人の資産管理 

①社会福祉事業の基本財産、公益・収益事業の不動産 ②現状把握と管理の徹底 



 

12 

 

 

平成 30年 3月 28、29日と、 

新規採用職員研修が行われました。法人

の歩みに始まり、就業規則他、各種規程、

身だしなみを学び、午後は５事業所の見学

で本日は終了。2日目は規程に関する研修

でした。 

緊張した面持ちながらも、熱心に研修を

受ける一人一人の姿は、どこか頼もしさを

感じます。 

皆、大きく翼を広げて羽ばたいてまいりま

す。 

 

 

法人研修「認知症とてんかん」 

平成 30年 6月 22日鹿児島市立病院神経内科医の牧美

充医師をお招きして、法人研修を行いました。 

身近にありながらもあまりよく知らなかった認知症や

てんかん発作に関して、分かりやすく教えていただきま

した。 

 参加職員も熱心にお話聞いていましたよ。 

 

 

 

 

 

平成 30年度新任職員研修 

編集後記 

社会福祉法人青鳥会広報誌「青鳥会だより」第 8号をお届けします。 

昨年度は青鳥会事務局・パピー保育園を新設しました。利用者様やご家族の皆様はもちろん、地域の方々にも

愛される法人をめざし日々精進してまいります。これからもご指導・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

なお、本誌におけるご利用者の写真掲載については、ご本人及びご家族のご了承を頂いております。 

広報委員：名越、椿、幸田、野添、貴嶋、福留、今村、梶原 

法人研修「ハラスメント」 

1月 19日、法人合同研修を行いました。 

「ハラスメントとは」というテーマで、顧問の上

山法律事務所より、上山弁護士、穂村弁護士に判

例を交え講義していただきました。ありがとうご

ざいました。 

 施設を利用される方々が心地良く感じられる

ように、良い職場環境づくりを心掛けていきま

す。 


